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黒潮と内部波が影響する沿岸域における生物多様性および生物群集の 

マルチスケール変動に関する評価・予測技術の創出 

 

 

 

§１．研究実施体制  

 

（1）山崎グループ 
① 研究代表者：山崎 秀勝 （東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科、教授） 
② 研究項目 

・NP クロージャーモデルの開発 
・領域海洋循環モデルROMSによる黒潮域の高精度広域モデリング技術の開発 
・SUNTANS による小領域高解像度 3 次元海洋モデリング技術の開発 
・モニタリング海域の海洋調査 
・移動式プラットフォーム(AUV)の設計及び製作 
・固定式観測システム(Cabled Observatory)の設計及び製作 

 
（2）遠藤グループ 

①主たる共同研究者：遠藤 宜成 （東北大学大学院農学研究科応用生命科学専攻、教授） 
② 研究項目 

・プランクトンの動態と多様性の評価 
 
（3）内山グループ 
 ① 主たる共同研究者：内山 雄介 （神戸大学大学院工学研究科市民工学専攻、准教授） 
 ② 研究項目 

・領域海洋循環モデル ROMS による黒潮域の高精度広域モデリングの開発 
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（4）安藤グループ 

 ① 主たる共同研究者：安藤 和人 （東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所、所長） 

 ② 研究項目 

・モニタリング海域の海洋調査 

 

 

§２．研究実施の概要 

 

 本研究は、黒潮および内部波が強く影響する海域において、動物及び植物プランクトンの多様

性のマルチスケールな変動を評価し、さらにその予測をするために、数値モデルとモニタリングシ

ステムを組み合わせた新技術の開発を行うことを目的としている。 

（1）山崎グループ 

 微細構造観測プロファイラーTurboMAP-L の観測データにより植物プランクトンの多くは数ミリメー

タスケールの凝集体を構成しており極めて間欠的に分布していることが分かってきた。 この状態

を反映した新たなプランクトン生態系モデルを開発するため、乱流研究で使われているクロージャ

ーモデルを応用し、栄養塩(N)と植物プランクトン(P)に関するクロージャーモデルの開発を行った。

この結果、分散値がある程度を越えるとクロージャーモデルから得られる植物プランクトンの生産量

は従来のモデルよりも大きくなることが分かった。 このことは、植物プランクトンを含んだ従来の物

質循環モデルは現場の状態を正しく表現することが出来ないことを示唆している。 

 モニタリングシステムは大島南端の波浮港の近くに設置する Cabled Observatory(CO)とその観測

海域を 3 次元的に観測することができる移動観測プラットフォーム(AUV)により構成されている。CO

は約 25m 水深の海底に設置し、さまざまな物理・化学・生物量をリアルタイムで測定する。さらにプ

ランクトン分類群自動判別計数システム（CPICS、Continuous Plankton Image Classifying System）

を導入し、プランクトンの計測をリアルタイムで行う。これらの結果はインターネットを通して公開を予

定している。 CO の本体はすでに大島移送し保管してある。 AUV は TurboMAP-L 及び CPICS

を搭載し観測海域のプランクトンデータを乱流微細構造の観測と供に出来るように設計を行い製

作がすすめられている。  

 これらの観測データが忠実に再現できる高解像度の 3 次元水理モデル SUNTANS の開発をすす

めており、対象域に発生する内部波の動態を明らかにする研究をすすめている。 

（2）遠藤グループ 

 大島近海におけるプランクトン種組成に関する知見がほとんどないため、H25 年 6 月に大島沿岸

の現場調査・採集を行い、クロロフィル濃度やプランクトン種組成を調べた。この結果は CPICS から

のデータと照合する上で基礎的知見になる。またシステムに分類を教え込むための模範教材の作

成を行った。 

（3）内山グループ 

 大島周辺海域を内包する黒潮域（関東・東海地方太平洋沿岸域）を対象として領域海洋循環モ

デル ROMS による高解像度広域海洋モデリングを行っている。衛星海面高度データおよび ARGO

フロートデータから得られる 3 次元水温塩分情報を同化させた高精度化技術，ならびに小領域モ
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デル（SANTANS）の初期・境界条件の最適化技術を開発している。 

（4）安藤グループ 

 CO 設置位置及びケーブル敷設海域の海底状況を把握するために、潜水により、目視及び画像

での録画をおこなった。さらに、CO 設置予定場所の海況状況を把握するために、ADCP と CTD を

設置し 11 月に設置し、3 月に回収した。 そのデータについて現在解析をすすめている。 

 

 

§3．成果発表等 
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